
第 65 回日本臨床細胞学会総会（春期大会）のご案内 

 

第 65回日本臨床細胞学会総会春期大会の会長を拝命している森井英一です。 

期日は 2024 年 6月 7日（金）から 9日（日）で、大阪国際会議場（大阪府）において、「多

様性が育む細胞診の未来」をテーマとして開催いたします。開催形式としてはオンサイトで

すが、学会の参加形式の多様化を鑑みオンデマンド併用で後日視聴できるようにいたしま

す。特別講演は新進気鋭のゲノム細胞診研究者である MD アンダーソン癌研究センターの

Chowdhuri先生に Advances in Molecular Cytopathology というテーマでお願いしました。

また会長特別企画としてこれからの我が国におけるゲノム医療の体制について北海道大学

の畑中豊先生に語っていただきます。臨床細胞学会における臨床研究として行われてきた

「一般住民を対象とした子宮頸がん検診における液状化検体細胞診と HPV DNA 検査との併

用法の有用性を評価する前向き無作為化比較研究」の研究成果発表も研究代表を務められ

た青木大輔先生を中心に行われます。これ以外にもシンポジウム 14企画、ワークショップ

10企画、要望講演 14、教育講演 14などが予定されています。細胞診で日常的に用いること

のできるライフハック的な内容を満載したスキルアップ企画も 16コマ準備しています。検

診の精度を管理できる人材を育成する目的で開催される精度管理アドバイザー講習会も盛

り込まれています。会場は大阪の中之島で、近隣に美術館などもある文化芸術の中心的な地

域です。またすぐ近くには福島、天満、中崎町、堀江といったグルメ街もあり、夜も楽しめ

ること間違いなしです。現在、参加受付中です。多数の会員の皆様のご参集をお願い申し上

げます。 
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